
日本の都市は近代化の過程で調和を失い, 不連続

な街並みとなってしまった. その要因のひとつに建

築素材の自由度の高さが挙げられよう. 建築素材は

一般に経済性, 安全性, 機能性, 耐久性, 環境性な

どの総合的な評価により選定されるが, 結果として

選定される素材はたいへん多様である.

この多様な素材で構成される個々のファサードの

連なりが街路空間を形成し, そこを歩く我々に様々

な印象を与える. したがって, 街路ファサードの素

材構成は街路景観を強く規定しているのではないだ

ろうか.

2. 研究の目的

本研究は, 形態, 色彩とともに造形要素の一つで

あり, 景観の主調を形づくる要素として重要な素材
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に着目して街路ファサードと街路景観の関係を考察

し(1), 地区計画や建築協定などに資する知見を得る

ことを目的としている.

本報では, 街路ファサードにおける素材構成の実

態を定量的に明らかにし, 調査対象街路の特性につ

いて考察を加える.

3. 研究の方法

本研究では, 街路沿道の建築ファサード群がつく

りだす一連の立面図に着目する. 立面図は我々が普

段街を歩いている時とは異なる見え方であるが, 街

路ファサード全体の様相を最も代表し得るものであ

り, 定量的な計測が可能な利点もある(2).

研究の方法として, まず調査地区を設定し, その

街路ファサードの立面図を作製する(3). 次にファサー

ドを構成している素材を現地での目視調査により判

別し, その結果を素材別に色分けして立面図に記録

する. (図１参照) そして各物理量を立面図から計

測・集計し, 街路ファサードを包括的に捉えた視点

と, それらの構成要素である個々の建築ファサード

に注目した視点の２つから分析・検討する.

4. 調査対象

今回は福岡市内に位置し, 人通りの多い以下の３

地区を対象とした.

明 治 通 り：大規模なオフィスビルが建ち並ぶ

ビジネス街

天神西通り：百貨店や各種の商業ビルが林立する

繁華街

西新商店街：新旧の小売店舗や飲食店が混在する

商店街

対象３街路の物的特性として, 街路幅員は明治通

りが32.1ｍで最も大きく, 西新商店街 (以下西新と

表記) が9.9ｍで最も小さい. 沿道建物の平均高さ

も明治通りが37.4ｍで最も高く, 西新が10.1ｍで最

も低い. 一方, D/H (街路幅員/建物高さ) は西新が

1.0で最も開放的であり, 天神西通り (以下西通り

と表記) が0.8で最も閉鎖的である. (表１参照)

また, いずれの街路も概ね直線かつ平坦である.

5. 素材の分類

素材の分類には多様な方法があるが, 今回は現地

調査において街路空間内から目視により判別・抽出

したファサード構成素材を表２に示す13種類に大別

した.

この分類に従い３つの調査対象について素材別に

色分けした街路ファサードの立面図を図２に示す.

なお, 本報では2008年３月～４月に実施した現地

調査に基づいて分析を進める.

6. 街路ファサードの素材構成

ここではまず街路を挟んで対面する１対２面の街

路ファサード全体を包括的に捉えた視点より検討す

る. 図２の立面図より街路ごとに計測・集計した素

材別の面積とその構成比を表３, 図３に示す.

(1) 全面の素材構成

まず素材数についてみると, 商業系街路である西

通りと西新では12～13種の多様な素材がみられたの

に対し, オフィス街の明治通りでは７種と少ない.

素材別にみると, ガラス, 金属, 石材, タイル,

仕上塗材, プラスチック, その他の７種は３街路全

てでみられた. 一方, セメント, 木質, レンガ, 瓦,

繊維は商業系街路の西通りと西新で, また左官は西

通りのみでしかみられなかった.

街路別に素材の構成比についてみると, 明治通り

ではガラスが40％を占め最も高く, 次いでタイル,

金属, 石材, 仕上塗材がそれぞれ18～10％程度を占

め高い. 西通りではガラスが32％を占め最も高く,

金属, 仕上塗材, 石材, タイルがそれぞれ18～９％

を占める. 西新でもガラスが32％を占め最も高く,

次いで仕上塗材, 金属, タイル, その他がそれぞれ

17～10％を占め, さらにプラスチック, 石材が５％

程度で次ぐ.

ガラス, 金属, タイル, 仕上塗材, 石材は３街路

において相対的に高い構成比を示し, これら５種の

構成比を合計するといずれの街路でも全体の80～95

％程度を占める. したがって, これら５種が３街路

に共通する主たるファサード構成素材であると言え

よう. 一方, セメント, 木質, れんが, 瓦, 左官,

繊維は商業系街路である西通りと西新でしか見られ
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なかった素材であり, いずれもその構成比は低い.

(2) １階レベルの素材構成

次に歩行者の目線に近い１階レベル (歩行者の目

線高1.5m を基準として GL～3.0m の範囲) のみの

素材構成についてみてみる.

素材別にみると, ガラスは明治通りと西通りで50

％を超え, 石材も両街路では15～20％を占める. ま

た, その他は３街路全てで比較的高く, とりわけ西

新では30％を超え高い. これは今回その他に分類し

た街路に直接開放された店舗が西新には多いことに

起因する.

街路別に構成比をみると, 明治通りではガラスが

56％を占め最も高く, 石材が22％で次ぎ, これら２

種の合計で全体の８割程度を占める. 西通りでもガ

ラスが50％を占め最も高く, 石材が15％, その他が

10％程度で次ぎ, これら３種の合計で全体の75％程

度を占める. 西新ではその他 (店舗空間など) が33

％を占め最も高く, ガラスが29％で次ぎ, この２種

の合計で62％を占める.

したがって, ガラスや西新の店舗空間などを全て

開口部とみなすなら, いずれの街路においても１階

レベルでは開口部の割合が50～60％に達し, 街路空

間と内部空間が強い関係性にあることが窺い知れる.

また, 都心部に位置する明治通りと西通りではガ

ラスと石材を中心とした素材構成となっているのに

対し, 西新では店舗空間とそれらに付属した繊維系

のオーニング, プラスチック系の看板・広告, さら

にガラスの開口部や仕上塗材・金属の壁面など多種

の素材が混在した雑多な構成となっている.

(3) 上層階の素材構成

ここでは１階レベルを除くファサード上層階の素

材構成について検討する.

素材別に構成比をみると, ここでもガラスが30～

40％を占め最も高い. 次いで金属, タイル, 仕上塗

材, 石材がいずれの街路でも20～５％程度を占める.

街路別に構成比をみると, 建築物の高さが高い明

治通りと西通りでは, ファサード全面と類似して前

述の主たる素材５種の比率が高い.

一方, 西新ではガラスに次いで仕上塗材が20％,

金属が17％, タイルが14％を占めるが, 石材の構成

比は低くプラスチックと同程度の約４％である.

また, １階レベルと上層階の素材構成を比べると,

いずれの街路においても各素材の構成比が大きく異

なる. これはファサードの素材構成が１階レベルと

上層部では異なる建築物が多いことを示している.

7. 各棟ファサードの素材構成

６では街路ファサード全体を包括的に捉えた視点

よりみてきたが, ここでは街路空間を形成する個々
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1.立面図の作製 3.素材別に色分け2.素材の判別
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図1 素材の判別と立面図の色分け
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表1 調査対象街路の概要

表2 素材の分類



の建築ファサードに着目して, ファサード素材構成

の様相をより詳細に検討する.

なお, 各街路における棟数は, 明治通り13棟, 西

通り53棟, 西新32棟である.

(1) 各棟ファサードの間口寸法

良好な街並み形成をめざすとき, 土地所有の問題

は大きな課題となる. また, 各棟ファサードは地割

により規定されるが, それらが街路景観に及ぼす影
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図2 街路ファサードの立面図 図3 街路ファサードの素材構成比

明治通り 天神西通り 西新商店街
全 体 1Ｆレベル 2Ｆ以上 全 体 1Ｆレベル 2Ｆ以上 全 体 1Ｆレベル 2Ｆ以上

１ ガ ラ ス
8129.9 870.9 7259.1 5520.5 957.1 4563.4 786.1 211.5 574.6
40.9％ 56.2％ 39.6％ 32.8％ 50.9％ 30.5％ 32.3％ 29.0％ 33.8％

２ 金 属 系
2823.5 96.2 2727.3 3051.0 134.0 2916.9 344.4 50.9 293.5
14.2％ 6.2％ 14.9％ 18.1％ 7.1％ 19.5％ 14.2％ 7.0％ 17.2％

３ セメント系
317.6 17.0 300.6 11.9 9.3 2.6
1.9％ 0.9％ 2.0％ 0.5％ 1.3％ 0.2％

４ 木 質 系
48.3 24.2 24.1 21.3 15.1 6.1
0.3％ 1.3％ 0.2％ 0.9％ 2.1％ 0.4％

５ 石 材 系
2680.7 339.9 2340.8 1909.8 277.7 1632.1 106.0 30.6 75.4
13.5％ 21.9％ 12.8％ 11.3％ 14.8％ 10.9％ 4.4％ 4.2％ 4.4％

６ れ ん が 系
376.4 24.0 352.5 14.1 2.7 11.4
2.2％ 1.3％ 2.4％ 0.6％ 0.4％ 0.7％

７ タ イ ル 系
3666.2 94.6 3571.5 1444.9 35.1 1409.8 277.9 32.8 245.1
18.4％ 6.1％ 19.5％ 8.6％ 1.9％ 9.4％ 11.4％ 4.5％ 14.4％

８ 瓦 系
99.0 0.9 98.2 16.7 1.6 15.1
0.6％ 0.0％ 0.7％ 0.7％ 0.2％ 0.9％

９ 仕上塗材系
1907.8 26.6 1881.2 2599.4 164.5 2434.9 407.7 54.6 353.2
9.6％ 1.7％ 10.3％ 15.4％ 8.7％ 16.3％ 16.8％ 7.5％ 20.8％

10 左 官 系
135.2 18.3 117.0
0.8％ 1.0％ 0.8％

11 繊 維 系
269.4 9.9 259.5 75.5 44.5 31.0
1.6％ 0.5％ 1.7％ 3.1％ 6.1％ 1.8％

12 プラスチック系
63.0 15.6 47.4 646.2 29.4 616.8 117.9 37.8 80.1
0.3％ 1.0％ 0.3％ 3.8％ 1.6％ 4.1％ 4.9％ 5.2％ 4.7％

13 そ の 他
615.7 106.4 509.3 414.9 189.4 225.5 250.8 237.5 13.3
3.1％ 6.9％ 2.8％ 2.5％ 10.1％ 1.5％ 10.3％ 32.6％ 0.8％

合 計
19886.8 1550.3 18336.5 16832.5 1881.3 14951.2 2430.2 729.0 1701.2
100％ 100％ 100％ 100％ 100％ 100％ 100％ 100％ 100％

表3 街路ファサードの素材構成

＊上段は素材別面積(㎡), 下段はその構成比(％)を示す�



響も少なくないのではないか(4). そこで, 街路空間

を形成する各棟ファサードの間口寸法について表４,

図４より概観する.

まず全体的にみると, 最小2.6m から最大85.6m

までの広い範囲に分布し, 街路別に分布域が異なっ

ていることがわかる.

街路別にみると, 明治通りでは19.6～85.6mの範

囲に分布し, 30～35m が38％を占め最も高く, 平

均値は40.8mである. 西通りでは5.0～39.0mの範囲

に分布し, ５～10mが46％を占め最も高い. これ

をピークに間口寸法が増大するにつれて構成比は減

少する分布傾向にあり, 平均値は12.9mである. 西

新では2.6～21.5m の範囲に分布し, ５～10m が63

％を占め最も高く, 次に高い５m未満を合算する

と2.6～10mで全体の9割近くを占める強い収束性に

ある.

つまり, 明治通りでは間口30mを越える大規模

なものが, また西新では間口10m未満の小規模な

ものがほとんどを占める. 一方, 西通りでは間口５

～10mの小規模なものが半数程度を占めるが, 間

口10～40m の中・大規模なものも比較的多く, そ

れらが混在している.

(2) 各棟ファサードの素材数

6(1)において街路ファサード全体の素材数につい

てみたが, ここでは各棟ファサードの素材数につい

て検討する. 表５, 図５に各棟ファサードにおける

素材数の構成比を街路別に示す.

まず全体的にみると, 各棟の素材数は２～９種の

範囲内に分布し, ３街路に共通して３～５種が相対

的に高い傾向にある.

街路別にみると, 明治通りでは４種が38％を占め

最も高く, ３～５種への収束性が強い分布傾向にあ

り, 平均値は4.2種である. 西通りも４種が28％を

占め最も高いが, 分布は２～９種の広い範囲に分散

している. 特に２種は13％を占め, 他の街路と比べ

高い. これより, 西通りには素材数を最小限度とし

たミニマルなものから多種の素材によるハイブリッ

ド的な構成のものまでが混在しているといえよう.

一方, 西新では５種をピークに３～７種の範囲に

比較的一様に分布し, 平均値も5.0種と他に比べ高

い値を示す. これは商店街の特有のオーニング, 看

板・広告を付属する建築物が多いことに起因すると

考えられる. 事実, 図２より西新における繊維, プ

ラスチックを有する棟の割合についてみると, 繊維

が68.7％ (25/32棟), プラスチックが62.5％ (22/32

棟) と高い値を示す(5). また, これらの付属物を除

いた素材数を試算してみると平均値は3.7種となる.

すなわち, 西新では商店街特有のオーニング, 看板・

広告などの付属物により素材数が多くなっているが,
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表4 各棟ファサードの間口寸法

～5m ～10m～15m～20m～25m～30m～35m～40m～45m～50m 50m
以上 合計 平均

明治通り
1 1 2 5 1 3 13

40.8m
7.7％ 7.7％ 15.4％38.5％ 7.7％ 23.1％ 100％

天神西通り
24 12 8 3 2 1 2 52

12.9m
46.2％ 23.1% 15.4％ 5.8％ 3.8％ 1.9％ 3.8％ 100％

西新商店街
8 21 2 1 1 33

7.3m
24.2％63.6％ 6.1％ 3.0％ 3.0％ 100％

図4 各棟ファサードの間口寸法

2 3 4 5 6 7 8 9 合計 平均

明 治 通 り
4 5 3 1 13

4.2種類
30.8％ 38.5％ 23.1％ 7.7％ 100％

天神西通り
7 7 15 12 8 2 1 52

4.3種類
13.5％ 13.5％ 28.8％ 23.1％ 15.4％ 3.8％ 1.9％ 100％

西新商店街
1 5 6 9 6 5 1 33

5.0種類
3.0％ 15.2％ 18.2％ 27.3％ 18.2％ 15.2％ 3.0％ 100％

表5 各棟ファサードの素材数

図5 各棟ファサードの素材数



それらの付属物を除いたファサード本来の素材数は

むしろ少ない傾向にあるといえよう.

なお, 今回の調査対象である３街路・計98棟にお

いて最も素材数が多かったのは, 西通りに位置する

飲食店併用共同住宅の９種であった.

(3) 各棟ファサードの主調素材

ここでは各棟のファサードを構成する複数の素材

のうち, ファサード全体に占める面積比率が最も高

い素材を各棟の ｢主調素材｣ と定義する. すなわち

主調素材はそのファサードのなかで全般を支配して

いるような素材である. また主調素材がそのファサー

ドに占める面積比率を ｢主調素材比率｣ とする. つ

まり主調素材比率は各棟ファサードにおける主調素

材の支配度を示す(6). これより各棟ファサードの様

相を少し詳しく検討する.

抽出された主調素材の構成比を表６, 図６に示す.

全体的にみると, 主調素材として延べ10種が抽出

され, そのうちガラス, 金属, タイル, 仕上塗材の

４種は３街路全てで抽出された.

主調素材の種類とその構成比を街路別にみると,

明治通りではタイルが30％を占め最も高く, 次いで

ガラスと石材がそれぞれ23％を占め, 金属, 仕上塗

材を含む計５種の主調素材が抽出された.

西新ではガラスが42％を占め最も高く, 次いで仕

上塗材30％, 金属15％の順に高い. これらにタイル,

その他を含めた計５種が抽出された.

西通りでは, ガラスが36％を占め最も高く, 次い

で仕上塗材17％, 金属15％, タイル９％, 石材５％

の順に高い. さらにレンガ, プラスチック, 繊維,

セメント, その他も主調素材として抽出され, 主調

素材数は計10種におよぶ. つまり, 西通りは主調素

材の種類が多様であり, ファサードを支配する素材

が各棟間で異なる傾向にあるといえる. このことが

街路ファサード全体としての素材数が多い要因になっ

ていると考えられる.

次に, 各棟の主調素材比率の構成比を度数分布で

表７, 図７に示す.

まず全体的にみると, 40～70％の範囲が３街路に

共通して高い傾向にあるが, 分布の範囲や形状は各

街路で異なっている.

街路別にみると, 明治通りでは50～70％の範囲に

集中しており, 平均値も61％と高く, 主調素材が地

となって各棟ファサードを支配している様相が窺い

知れる.

西新では30～50％の範囲に比較的集中して分布し,

平均値は45％と３街路で最も低く, １階の店舗空間

や看板・広告, オーニングなどの付属物の影響で主

調素材比率が相対的に低い傾向にある.
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ガラス金属系セメント系石材系れんが系タイル系 仕上
塗材系繊維系

プラス
チック系その他 合計

明 治 通 り
3 2 3 4 1 13

23.1％ 15.4％ 23.1％ 30.8％ 7.7％ 100％

天神西通り
19 8 1 3 2 5 9 2 2 1 52
36.5％ 15.4％ 1.9％ 5.8％ 3.8％ 9.6％ 17.3％ 3.8％ 3.8％ 1.9％ 100％

西新商店街
14 5 3 10 1 33
42.4％ 15.2％ 9.1％ 30.3％ 3.0％ 100％

表6 各棟ファサードの主調素材

図6 各棟ファサードの主調素材

20％～ 30％～ 40％～ 50％～ 60％～ 70％～ 80％～ 90％～ 合計 平均

明 治 通 り
1 5 5 1 1 13

61.4％
7.7％ 38.5％ 38.5％ 7.7％ 7.7％ 100％

天神西通り
2 7 12 18 6 3 3 1 52

53.7％
3.8％ 13.5％ 23.1％ 34.6％ 11.5％ 5.8％ 5.8％ 1.9％ 100％

西新商店街
1 11 11 5 5 33

45.7％
3.0％ 33.3％ 33.3％ 15.2％ 15.2％ 100％

表7 各棟ファサードの主調素材比率

図7 各棟ファサードの主調素材比率



一方, 西通りでは50％台をピークに20～90％台の

広い範囲に分布している. これは７(2)で指摘した

ように西通りには１棟当りの素材数が少ないものか

ら多いものまでが混在していることを裏付けている.

さらに一つの素材がファサード全面を支配するよう

な棟から複数の素材が断片的に併存するような棟ま

でが混在して連なり, 西通りの街路ファサードを形

成しているといえる.

8. まとめ

以上, 福岡市内の３街路を対象として, 街路全体

を包括的に捉えた視点と個々の棟に着目した視点の

２つからファサードの素材構成について分析・検討

した. その結果を表８にまとめ示す.

まず, ３街路に共通する点を要約する.

１) ガラス, 金属, タイル, 石材, 仕上塗材の５種

が主たるファサード構成素材である.

２) １階レベルと上層階では素材構成が異なり, １

階レベルではガラスや街路に開放された店舗空間

などが50～60％を占め, 内部空間と街路空間が強

い関係性にある.

３) １棟当たりの素材数は３～５種程度のものが多

く, 主調素材比率は40～70％程度のものが多い.

次に, 各街路の特性について要約する.

４) 明治通り：間口30mを超える大規模な棟で構

成され, 主調素材が各棟ファサードの60％を占め

て明確な地を形成し, 全般的に素材の種類は少な

い. １Ｆレベルではガラスが55％, 石材が20％を

占める.

５) 天神西通り：間口10m未満の小規模な棟と10

～40m の中・大規模なものが共存する. １棟当

たりの素材数が少ないものから多いものまでが,

また一つの素材がファサード全面を占めるような

棟から多種の素材が断片的に併存するような棟ま

でが混在する. さらに主調素材の種類も多様であ

る. その結果, 街路全体としての素材数が多い.

６) 西新商店街：間口10m未満の小規模な棟がほ

とんどを占め, 商店街特有の街路に開放された店

舗空間,オーニング,看板・広告などの影響で１棟

当りの素材数が多く, 主調素材比率は平均45％と

低い. 全般的に仕上塗材の比率が高く, 石材の比

率は低い.

最後に, 全体的な比較を通して考察する.

７) 街路ファサード全体の素材数が多い要因には,

２つの類型がみられる. ひとつは看板・広告やオー

ニングなどの付属物の影響で各棟の素材数が多い
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明治通り 天神西通り 西新商店街

街
路
フ
ァ
サ
ー
ド

素材数 ７種 13種 12種

１階レベルの
主な素材

①ガラス 56.2％ ①ガラス 50.9％ ①その他 32.6％
②石 材 21.9％ ②石 材 14.8％ ②ガラス 29.0％
③その他 6.9％ ③その他 10.1％ ③仕上塗材 7.5％

上層階の
主な素材

①ガラス 39.6％ ①ガラス 30.5％ ①ガラス 33.1％
②タイル 19.5％ ②金 属 19.5％ ②仕上塗材 20.9％
③金 属 14.9％ ③仕上塗材 16.3％ ③金 属 15.8％
④石 材 12.8％ ④石 材 10.9％ ④タイル 13.2％
⑤仕上塗材 10.3％ ⑤タイル 9.4％ ⑤プラスチック 4.7％

各
棟
フ
ァ
サ
ー
ド

間口寸法 平均40.8ｍ
(最小：19.6ｍ～最大：85.6ｍ)

平均12.9ｍ
(最小：5.0ｍ～最大：39.0ｍ)

平均7.3m
(最小：2.3ｍ～最大：21.5ｍ)

素材数 平均4.2種
(最小：3種～最大：7種)

平均4.3種
(最小：2種～最大：9種)

平均5.0種
(最小：2種～最大：8種)

主調素材の種類 ５種 10種 ５種

主な主調素材

①タイル 30.8％ ①ガラス 36.5％ ①ガラス 42.4％

②ガラス 23.1％ ②仕上塗材 17.3％ ②仕上塗材 30.3％

③石材 15.4％ ③金属 15.4％ ③金属 15.2％

④金属 15.4％ ④タイル 9.6％ ④タイル 9.1％

⑤仕上塗材 7.7％ ⑤石材 7.7％ ⑤その他 3.0％

主調素材比率 平均61.3％
(最小：48.9％～最大：84.7％)

平均53.7％
(最小：28.0％～最大：92.4％)

平均45.7％
(最小：29.1％～最大：65.9％)

表8 ファサードの素材構成 (まとめ)



場合である. もうひとつは, １棟毎の素材数はそ

れほど多くないが, 街路沿道に連なる各棟の素材

が異なる場合である. とりわけ西通りには後者の

傾向がみられ, 都心商業地の特徴を表していると

いえよう. また都市美という観点から街路を考え

るとき, 西通りは課題を最も含んでいるといえる.

８) 付属物を除いてファサード本来の素材構成を考

えるなら, 西新は各棟としてまた街路全体として

も素材数はそれほど多くない. したがって, 明治

通りと西新には, 街路の性格や立地などの相違で

主調となる素材こそ違うが, 素材数が少ないとい

う共通性がみられる.

9. 今後の課題

本報では街路の規模, 性格, 立地, 形成過程など

が異なれば, 街路ファサードの素材構成にも差異が

生じる傾向にあることが確認できた. つまり, 街路

ファサードの素材構成に着目することで, 各街路の

特性を反映した様相を捉えることができた.

今後は素材を詳細に分類し, より多くの対象事例

で検討する必要がある. また, 多様度指数を用いた

検討を混じえ, より考察を深めていきたい. さらに

物理量と心理量の関係を併せて検討するここで, よ

り一般性のある有意義な知見が得られると思われる.

(1) 素材を含めたファサードの形態要素と感性評価

の関係についての既往研究として参考文献１があ

る. ここでは伝統的建造物群保存地区での感性評

価においてファサードのモルタル壁や金属製の窓

が ｢伝統的でない｣ と判断させる要素の一つであ

ることを指摘している.

(2) 立面方向に着目し街路景観について分析した既

往研究として参考文献２がある. ここでは街路立

面方向の写真を画像ソフトで加工・合成して作製

した〈街路ファサード〉が, 街路全体の様相を捉

え, 歩行者の街路景観イメージと近似しながら普

遍的に街路情報を表したものであり, 定量記述で

きる利点があるとしている. 本研究も同様の立場

をとる.

(3) 立面図は現地での実測をまじえて, 1/500レベ

ルの精度で出来る限り正確に作製するよう心掛け

たが, 10％程度の誤差は生じていると思われる.

(4) 現段階では素材構成の現状を把握することが目

的であるため詳細な検討は行わないが, ファサー

ドの間口寸法のみならず, 隣棟間, 柱間, 方立て・

サッシ間などが階層的に作り出すピッチは, 街路

ファサード全体にリズムを生み出し, それらが街

路景観に及ぼす影響も大きいのではないかと思わ

れる.

(5) 西通りにおいは, 繊維を有する棟の割合が18.9

％ (10/53棟), プラスチックが37.8％ (20/53棟)

であり, 西新に比べさほど高くない.

(6) 例えば, ガラス80㎡, 金属20㎡のファサードの

場合, 主調素材はガラスとなり, 主調素材比率は

80％となる. また, ガラス30㎡, 金属20㎡, 石材

15㎡, タイル35㎡の場合, 主調素材はタイルとな

り, 主調素材比率は35％となる. このように素材

数が多いほど主調素材比率は一般に低くなる傾向

にあることが予測され, 多種の素材構成によるい

わばファサードの断片化を検証する指標の一つに

なるのではないかと思われる.
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